
４．交流人口の拡大と経済交流の促進

■人口は減少しても、来道者は増加すると予想されます

●人口減少下にあっても時間短縮効果により、

1,960万人・全体交流量（鉄道+航空）は
2003年

2,470万人
2020年

に拡大

・うち新幹線利用客は 1,420万人（2020年）

青函
100万都市圏

広域仙台
200万都市圏

広域札幌
300万都市圏

北海道・東北間の全体交流量（鉄道+航空）が

230万人
2003年

360万人
2020年 に拡大

新幹線が各圏域の北海道新幹線の開業
結節機能を果たす

「ほほくとう日本」の一体化

■経済交流が活発化します

※北海道経済連合会（北海道二十一世紀総合研究所）試算（最高速度360km/h）


